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地域リハビリテーション課の新メンバーを紹介します！

2年振りに南草津病院に
戻ってまいりました宮城
と申します。ご存知の方
も初めての方もどうぞよ
ろしくお願いいたします。

今年度も4月から地域リハビリテーション課のメンバーが変更されました。地域リハビリテー
ション課の課長であった段上PTが院内へ異動になり、以前訪問リハビリをしていたPT宮城が
新しく課長になりました。その他にも3名が地域リハビリテーション課に配属されました。

今年度から異動になりまし
た谷川です。回復期病棟で
の経験を生かしながら介護
保険分野でも頑張っていき
たいと思っています。よろ
しくお願いいたします！

出向が終わり2年ぶりに病
院に戻ってきました。皆
さまの力になれるよう頑
張って行きます。よろし
くお願い致します。

回復期病棟から地域リハ
ビリ課に配属となりまし
た古坂です。利用者さん
の生活のお役に立てるよ
うに頑張っていきますの
でよろしくお願いします。

宮城雅徳 谷川舞香

森口収規 古坂哲也

脱

水

症

予

防

脱
水
症
と
は
、
体
の
機
能
を
維
持
す
る
た

め
に
不
可
欠
な
体
液
が
不
足
し
て
い
る
状
態

の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
汗
や
尿
な
ど
に
よ
っ

て
体
外
へ
排
出
さ
れ
る
水
分
量
・
塩
分
量
と
、

体
内
に
補
給
す
る
水
分
量
・
塩
分
量
が
同
じ

く
ら
い
の
と
き
は
体
液
の
バ
ラ
ン
ス
は
保
た

れ
て
い
ま
す
が
、
大
量
に
汗
を
か
い
た
り
、

下
痢
や
嘔
吐
な
ど
の
体
調
不
良
に
よ
っ
て
体

外
に
出
て
い
く
水
分
が
増
加
す
る
と
体
液
の

バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
し
ま
い
脱
水
症
を
引
き

起
こ
し
ま
す
。

脱
水
症
を
予
防
す
る
水
分
の
摂
り
方

常
に
飲
み
物
を
手
元
に
置
い
て
お
き
１
日

７
～
８
回
以
上
、
コ
ッ
プ
１
杯
分
の
水
分
を

摂
取
す
る
こ
と
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
起
床

時
、
食
事
中
、
次
の
食
事
ま
で
の
合
間
、
入

浴
前
後
、
就
寝
前
の
よ
う
に
水
分
を
摂
る
タ

イ
ミ
ン
グ
を
決
め
て
お
き
、
定
期
的
に
水
分

補
給
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
水
分
を
多
く

含
む
ゼ
リ
ー
や
水
よ
う
か
ん
、
フ
ル
ー
ツ
な

ど
で
水
分
補
給
す
る
な
ど
、
水
分
の
摂
り
方

を
工
夫
し
て
み
る
の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。



2021年7月発行【Dr・CM配布用】 第38号 南草津病院地域リハビリテーション課

地
域
リ
ハ
ビ
リ
テｰ

シ
ョ
ン
情
報
誌

み
な
リ
ハ
2021年7月

第38号

地域リハビリテーション課より関係者各位へお知らせ

地域リハビリテーション課 新メンバーの自己紹介

3回目となるＺＯＯＭを用いたケアマネ
ジャー様との合同勉強会を開催致しました。

今回は総勢27名のケアマネジャー様にご参加
頂きました。次回は10月を予定しております。
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宮城 雅徳（みやぎ まさのり）
職種：理学療法士（PT）
担当：訪問・通所リハビリ
趣味：スポーツ観戦
特技：競馬予想
ひと言：2年振りに南草津病院に戻って参
りました。どうぞよろしくお願い致します。

森口 収規（もりぐち あつき）
職種：理学療法士（PT）す。課
担当：訪問・外来リハビリ
趣味：キャンプ（これから）
特技：スポーツ（特に野球）
ひと言：出向が終わり2年ぶりに病院に戻っ
てきました。皆さまの力になれるよう頑
張って行きます。よろしくお願い致します。

古坂 哲也（ふるさか てつや）で
職種：作業療法士（OT）
担当：訪問・外来リハビリ
趣味：写真・裸足ランニング
特技：パソコン関連
ひと言：回復期病棟から地域リハビリ課に配
属となりました。利用者様の生活のお役に立
てるように頑張っていきます。

谷川 舞香（たにかわ まいか）
職種：理学療法士（PT）。 課
担当：訪問・外来リハビリ
趣味：ライブに行くこと
特技：料理すること
ひと言：回復期病棟での経験を生かしなが
ら介護保険分野でも頑張っていきたいです。

通所リハビリテーションからのお知らせ

本年4月の介護報酬改定で【科学的介護情報システム（LIFE）】の
本格運用が始まりました。当院の通所リハビリテーションにおきましても、7月分より
①科学的介護推進体制加算と②口腔・栄養スクリーニング加算を算定させて頂くこと
になりました。6月中より利用者様・ご家族様にご説明の上、
厚生労働省へ提出するデータの測定/聞き取り
（身長・体重、誤嚥の有無など）をさせて頂いています。
詳細は6月中に送付致しました、周知案内文をご参照下さい。
ご質問等は通所リハビリテーション管理者/小林まで
お気軽にお問い合わせください。



『年齢なんて関係ない。
100歳を超えても頑張る気持ちで!!』

今回は、外来リハビリから訪問リハビリへ移行された、98歳のAさんをご紹介させていただき

ます。訪問リハビリでのご家族の希望は『トイレまで少しでも歩くことができれば。トイレでも

しっかり立ってもらうことができれば』でした。介入時はトイレまでは車椅子で行き、トイレでは

娘さん夫婦が二人で介助を行っていました。 まずはトイレ内での環境調整を行うために手すりを

設置し、両手支持で立位訓練ができるようになったことで10秒～15秒の保持が可能となりました。

トイレまでの歩行は歩行器を使用し訪問リハビリ時に訓練をしました。 Aさんが利用されている

デイサービスの職員の方も「歩行の介助方法を知りたい」と積極的に介入してくださり、訪問リハ

ビリ中に指導をさせていただくことで、デイサービス利用中にも歩行訓練を実施することができま

した。 また、ご家族へも歩行介助の指導を行い、訪問リハビリの無い日でも歩行時間を確保

することができ、日中もトイレまで一人介助で行くことができるようになりました。

「もう年やから無理」とあきらめている方も多いと思いますが、ご本人の意欲と周りのサポートが

あることで年齢に関係なく、したいことがことができるということを知ってもらえたらと思います。

そのために私たちリハビリスタッフも一緒に考え、お手伝いをさせていただきますのでお気軽に

ご相談ください。
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